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議題（２）令和３年度富里市保健事業計画について 

 

母子保健事業 

〇実施予定の事業 

・健康診査（乳児、1歳6か月児、2歳児歯科、3歳児） 

・母子健康手帳の交付（子育て世代包括支援センターにて面接後交付） 

・妊婦健康診査（妊婦健診14回分）※委託 

・乳児健康診査（3～6か月、9～11か月児対象）※委託 

・新生児聴覚スクリーニング検査 ※委託 

・新生児訪問、乳児全戸訪問、1歳児訪問（随時） 

・プレパパママ教室 平日コース（年4回） 

・プレパパママ教室 土曜コース（年4回） 

・ベビーマッサージ教室（年4回） 

・親子支援教室（さくらんぼ教室：年20回、ぱんだクラブ：年11回） 

・育児相談 保健センター：年12回（午後）・年6回（午前） 

北部コミュニティセンター：年6回 

・こども発達相談（年31回） 

・もぐもぐごっくん離乳食教室（年6回） 

・かみかみ歯ッピー教室（年6回） 

・歯みがき指導（幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校） 

・未熟児養育医療給付 

・未熟児訪問指導 

・プチ相談（年24回） 

・ぴよぴよの会（年12回） 

・夏休み親子クッキング（年2回） 

 

〇新型コロナウイルス感染症拡大のため中止・延期予定の事業 

・良い歯コンクール（親子・高齢者） 
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健康増進事業 

〇実施予定の事業 ※【 】内は自己負担額 

・一般健康診査（身長・体重・血液検査・尿検査）（特定健診と同日）【500円】 

・肺がん検診（結核検診を含む）（特定健診と同日）【300円】 

・胃がん検診 バリウム検査（特定健診と同時）【1,200円】               
リスク検診 ペプシノゲン検査（特定健診と同時）【600円】 
      ピロリ菌検査（特定健診と同時）【600円】 
 

・前立腺がん検診（特定健診と同時）【1,000円】 

・大腸がん検診 個別検診40歳以上（6月～11月）【500円】 

・子宮頸がん検診 集団検診20歳以上（7月～9月）【1,000円】 

個別検診20歳以上（8月～翌1月）【2,000円】 

・乳がん検診 集団検診・エコー検査30歳以上（7月～9月）【1,000円】 

集団検診・マンモグラフィ検査40歳以上（7月～9月）【1,000円】 

個別検診・エコー検査・マンモグラフィ検査（8月～翌1月）【2,000円】 

・骨粗しょう症予防検診（7月～9月）【500円】 

・健康相談（年9回） 保健師、管理栄養士、歯科衛生士による生活習慣病予防を中心とし 
た健康相談及び栄養相談を実施 

・生活習慣病予防セミナー ロコモティブシンドローム・糖尿病・脂質異常症・高血圧・ 
腎臓病・歯周病予防に関するセミナーを開催 
※ 国保年金課にて予算計上 

・健診結果説明会（年6回） 

・地区健康教育（随時） 

・訪問指導（随時） 保健師・看護師・管理栄養士による健診事後指導および生活状況確認 
等のための訪問指導を実施 

・在宅訪問歯科診療（随時） 歯科医師・歯科衛生士による訪問による診療 

・120万歩健康ウォーキング事業 記録用紙の配布、第11回富里にんじんウォーク（実施未定） 

・女性のがん検診推進事業 年度末年齢21歳・22歳及び41歳・42歳の女性に対し、子宮頸
がん及び乳がん検診の無料クーポン券を配布 
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予防事業 

〇実施予定の事業 

・Ｂ型肝炎、ロタウイルス、ヒブ、小児用肺炎球菌、四種混合、三種混合、不活化ポリオ、
ＢＣＧ、麻しん風しん混合、水痘、日本脳炎、二種混合、子宮頚がん 

・高齢者インフルエンザ 

・高齢者肺炎球菌（※１） 

・成人男性風しん第5期（※２） 

・風しんワクチン等任意予防接種費助成（※３） 

※１ 65歳及び節目年齢の未接種者が対象（国の方針により、2019年度から5年間延長の経過
措置） 

※２  国の追加的対策により、昭和37年4月2日から昭和54年4月1日生まれの男性が対象
（令和4年2月まで延長） 

※３  千葉県補助金を活用し、令和4年3月31日まで実施 

 

その他の事業 

〇実施予定の事業 

・献血事業  市内延べ23か所で実施予定 
献血目標580人（400ml:560人、200ml:20人） 

・骨髄移植ドナー支援事業 

・地区保健推進員事業   1才児訪問、産業まつり（実施未定）、にんじんウォーク（実施

未定） 

・筋力アップのための健康づくり教室事業（介護予防事業） 
市内在住40歳以上の人を対象とし、順天堂大学協力のもと専門的プログラムにより、ロ
コモティブシンドローム予防を目的とした教室 
※ 高齢者福祉課にて予算計上 

【新規】 

 ・高齢者の介護と予防の一体的実施事業（国保事業）                  、
本市における後期高齢者の外来医療費では、腎疾患及び糖尿病が上位を占めている。糖
尿病や糖尿病性腎症患者への保健指導を実施し、対象者のQOLの維持・向上や医療費削
減を目指す教室 

 

 


